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科学技術分野の文部科学大臣表彰
「科学技術賞 研究部門」を受賞

　学術研究部工学系椿範立教授が、令和４年度科学技術分野の
文部科学大臣表彰「科学技術賞 研究部門」を受賞しました。
　この表彰は、科学技術に関する研究開発、理解増進などにお
いて顕著な成果をおさめた人々の功績をたたえるもので、この
度、齋藤学長から表彰状等の伝達が行われました。
　今回の表彰は、低炭素・脱石油のため、炭素酸化物（二酸化炭
素、一酸化炭素）と水素から高付加価値かつ市場規模の大きい
低炭素製品を直接合成できる新規触媒（複合カプセル触媒）反
応の開発の業績に対するものです。本研究により、従来原油か
ら生産されている PET プラスチック、航空機燃料のカーボン
ニュートラル化が実現でき、多数の化学プラントもダウンサイ
ズ・省エネ化できます。これらの新しい技術は広い波及効果を
有し、低炭素社会の実現に寄与することが期待されます。

Outstanding Reviewers 2021*に選定
　英国王立化学会（Royal Society of Chemistry、RSC）が発
行するOrganic & Biomolecular Chemistry 誌において、
reviewer（論文査読者）として多大な貢献を果たしたものとし
て、学術研究部薬学・和漢系
の 谷 本 裕 樹 准 教 授 が
Outstanding Reviewers の
一人に選出されました。

*Outstanding Reviewers
は、その１年 reviewer（論文
査読者）として多大な貢献を
果たした研究者で、査読の
数、迅速性、質に基づいて
ジャーナルごとに選出され
ます。

「THE インパクトランキング 2022」の
ランキングにおいて、世界 301-400 位
（国内 15位タイ）にランクイン

　イギリスの高等教育専門誌 Times Higher Education
（THE）が、2022 年 4月 28日に「THEインパクトランキング
2022」を発表しました。このランキングは、大学の社会貢献の
取組みを国際連合が提唱する SDGs（持続可能な開発目標）の
枠組みを用いて評価したもので、SDGs の 17の目標について
調査が行われ、総合ランキング及び目標別ランキングがそれぞ
れ発表されます。今年は、総合ランキングに 1406 大学がラン
クインし、日本からは 76 大学がランクインしました。このな
かで、富山大学は総合ランキングにおいて、世界 301-400 位
（国内 15位タイ）にランクインしました。また SDGs 目標別ラ
ンキングにおいても目標 14「海の豊かさを守ろう」が世界 87
位タイ（国内 7位）にランクインするなど高い評価を得ました。

第 111 回日本病理学会総会にて
学部学生ポスター優秀演題賞受賞

　医学部医学科 4 年生の
富田奈緒子さんが、2022
年 4 月 14 日から 16 日に
神戸市で行われた第 111
回日本病理学会総会にお
いて、学部学生ポスター優
秀演題賞を受賞しました。
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がん細胞のグルコース供給システムを選択的に
抑制する新しい抗がんメカニズムを解明
　学術研究部 薬学・和漢系 薬物生理学研究室の藤井拓人助
教、酒井秀紀教授（薬学部長）らの研究グループは、心不全治療
薬として臨床で使用されている強心配糖体が、がん細胞の栄養
源である「糖（グルコース）」の供給システムを強力に抑制する
ことを初めて明らかにしました。

体内時計ニューロンの24時間振動には
ミトコンドリアの働きが不可欠
　理事・副学長の池田真行、学術研究部理学系の森岡絵里助教
らはカリフォルニア大学アーバイン校・医学部（Todd C. 
Holmes 教授）らとの国際共同研究により、ミトコンドリア内
膜のイオン輸送体（LETM1）が、約 24時間周期の時計遺伝子
振動や細胞内イオン濃度リズムの形成に不可欠であることを、
ラットやショウジョウバエの神経細胞を用いて明らかにしま
した。

Meets GEIBUN 第10回企画展
GEIBUN GOODS 展

　富山大学は、2021 年８月に三井アウトレットパーク北陸小
矢部内にデザインワークショップやギャラリーを展開する
アート＆デザインコミュニティスペース「Meets GEIBUN」を
オープンしました。

　芸術文化学部（GEIBUN）でデザイン領域を担当する教員が
行う 2年生対象授業「芸文総合演習B」では、基本的なデザイン
の考え方、発想の方法、視覚化および立体化のための演習とし
て、平面系課題（バッジ &Tシャツ）と立体系課題（ダンボール
スツール）に取り組みます。
　本展は、「Meets GEIBUN」において平面系課題の授業成果
展示となります。芸文のオープンキャンパスで使用する 
“GEIBUN GOODS”（バッジ & T シャツ）を制作しました。

　 “GEIBUN & TOYAMA”な
         “バッジ & T シャツ” 　 開催

がん細胞やウイルス感染細胞を攻撃するキラーT細胞の抗原受容体遺伝子を取得する
画期的なシステム（T-ISAAC法）を開発
　学術研究部医学系免疫学講座の岸裕幸教授、小林栄治助教、学術
研究部医学系村口篤特別研究教授らのグループは、T細胞の抗原認
識の新規メカニズム（cis- 相互作用）を世界で初めて発見し、それ
を応用してがん細胞やウイルス感染細胞を攻撃するキラーT 細胞
のセンサーである T 細胞受容体（TCR）を取得する画期的なシステ

富山大学附属病院 こどものこころと発達診療学講座及びこども医療センターを設置
　附属病院では、2022 年 6 月 1 日にこどものこ
ころと発達診療学講座（富山県の寄附講座）及びこ
ども医療センターを設置しました。
 こどものこころと発達診療学講座は、現在の富山
県におけるこどものこころや発達診療の実態を踏
まえて、こどものこころと発達に関する専門家（児
童精神科医ならびに小児科医）の育成と医療機関
の連携により継続的に診療できるシステムを構築
するため、富山県の寄附講座として本院に設置さ
れました。 
　また、こども医療センターでは、富山県における
小児・母子医療の拠点として関係診療科等が院内
横断的に連携し、各領域の専門医・スタッフが、成
育医療に関わる幅広い高度専門医療を提供できる
体制を充実・強化させます。

 
ム（T-ISAAC法）を開発しました。
　今回開発したT-ISAAC法を用い、感染症やがんにおいて患者
個人の感染細胞あるいはがん細胞を攻撃するT細胞を迅速に作る
ことで、個々の感染症やがん患者に対応する「テーラーメイド免疫
療法」の開発への応用が期待されます。
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